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	応用
	抗原情報
	背景
	HLA-DMBは、HLAクラスIIベータ鎖パラログに属します。このクラスII分子は、膜に固定されたアルファ鎖（DMA）とベータ鎖（DMB）からなるヘテロダイマーです。細胞内小胞に局在します。DMは、ペプチド結合部位からCLIP（クラスII関連不変鎖ペプチド）分子を遊離させることで、MHCクラスII分子へのペプチドローディングにおいて中心的な役割を果たします。クラスII分子は、抗原提示細胞（APC：Bリンパ球、樹状細胞、マクロファージ）で発現します。ベータ鎖は約26～28 kDaで、その遺伝子には6つのエクソンが含まれています。エクソン1はリーダーペプチドをコードし、エクソン2と3は2つの細胞外ドメインをコードし、エクソン4は膜貫通ドメインをコードし、エクソン5は細胞質テールをコードします。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:YXXZ (Tyr-Xaa-Xaa-Zaa、Zaaは疎水性残基) モチーフは、リソソーム区画へのターゲティングを媒介します。,機能:新しく合成されたクラスII HLA分子からクラスII HLA関連不変鎖由来ペプチド (CLIP) の放出を触媒し、抗原ペプチドの獲得のためにペプチド結合部位を解放する上で重要な役割を果たします。,多型:DMBには、DMB*0101、DMB*0102、DMB*0103、DMB*0104 (DMB3.4)、DMB*0105、およびDMB*0106という対立遺伝子が知られています。示されている配列はDMB*0101のものです。,類似性：MHCクラスIIファミリーに属します。,類似性：Ig様C1型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,細胞内局在：後期エンドサイトーシス区画に局在します。リソソーム膜と結合します。,サブユニット：α鎖（DMA）とβ鎖（DMB）のヘテロ二量体です。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、抗原処理および提示、IgA 産生のための腸管免疫ネットワーク、1 型糖尿病、喘息、自己免疫甲状腺疾患、全身性エリテマトーデス、同種移植拒絶反応、移植片対宿主病、ウイルス性心筋炎。
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

